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光道中草加宿が果たした役割などについて皆様にお伝

えしたいと考えています。 

 会津藩と草加宿の関わりに目を向けますと、第５代

藩主である松平容頌
まつだいらかたのぶ

公が草加宿にお泊りになった記

録があります。また、会津藩の御殿様が休憩や宿泊す

る時に本陣などに掲げた関
せき

札
ふだ

が当館に伝わっていま

す。展示では、会津藩松平（保科）家の資料や、当館

が所蔵する資料を基にして、日光道中草加宿の宿場経

営など往時の草加宿の人々の暮らしと参勤交代との関

係も紹介します。 今回の企画展を通して、来館者の

皆さまに参勤交代や草加宿についてより深くお伝えで

きれば幸いです。 

 

 

草加市立歴史民俗資料館
Soka  City  Museum  of  History  and  Folklore

●

２０２５年７月１５日発行 ＶＯｌ.２２  

 

令和７年度夏季企画展「日光道中草加宿と参勤交代 - 会津藩松平（保科）家を中心として - 」 

開催期間 令和７年６月２１日（土）～８月２４日（日） 
 

１ 

 日光道中、日本橋より千住宿に次いで二番目の宿

場町として栄えた草加宿には、東北諸藩の大名が参

勤交代の途上、休憩や宿泊のために立ち寄ったこと

が知られています。「草加宿場まつり」では、往時

の宿場町の歴史を伝える取組みとして、草加宿を通

った大名を題材にした大名行列が催されており、歴

史民俗資料館では、その年に取り上げられる東北大

名を紹介した企画展「日光道中草加宿と参勤交代」

を開催してきました。 

 令和７年度の「第１９回草加宿場まつり」では、

江戸時代、会津藩を治めていた松平（保科）家が取

り上げられました。  

 本企画展では参勤交代に関することを中心に、日

光 

 

 

 

 

 

「会津藩主 

 参勤交代行列図」 

  （江戸時代末） 

 

 会津若松市立 

   会津図書館蔵 
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 右の写真は歴史民俗資料館が所蔵する草加宿に伝わ

る関札です。「会津少将休」の文字が書かれていま

す。会津藩は参勤交代で歴代藩主が日光道中草加宿を

通ったことが記録にあります。「休」とあることか

ら、休憩に利用した時のものと思われます。 

 宿泊した会津藩主もおります。安永９年（１７８

０）３月、第五代藩主容頌公が参勤で草加宿に宿泊し

た記録があります。３月２８日会津発→福良泊→白河

泊→４月１日芦野泊→２日氏家泊→３日宇都宮泊→４

日古河泊→５日草加泊→６日江戸着。（『家世実紀』

より） 

 この関札がいつ頃のものか定かではありませんが、

会津藩主が休憩や宿泊した時のものであることが分か

ります。 

 その他会津藩関係者で、草加宿に宿泊した記録とし

ては、会津藩第三代藩主正容
まさかた

の時代、享保３年（１７

１８）３月に、正容の女
むすめ

お養
よう

のお登りの記録がありま

す。１７日三代（旧福島県安積
あ づ み

郡
ぐん

三代
み よ

村
むら

）泊→白河泊

→大田原泊→白沢泊→小山泊→幸手泊→草加泊→２４日

江戸着。わずか数え３歳で、２１３人のお供の行列に会

津から江戸まで、８日道中で送られています。 

関札とは 

 その称号、宿泊の旨を記し、宿駅の出入口、宿舎の

前に立てた立札のことをいいます。 

関札の掲げ方 

 関札を支える青竹の長さは三間（約５４０ｃｍ）も

あり、三尺（９０ｃｍ）四方の土手を築き、杉丸太の杭

と筋違いを組んでその竹を固定したとあります。関札は

見上げるように高い位置に掲示されていたことになりま

す。宿場を描いた名所図会や錦絵には、建物の屋根より

高く飛び出しているものもあります。 

 

関札の書き方    

 関札は、大名が本陣に

休泊することを表示するた

めに掲げた表札ですが、札

にもいくつかの形態・種類

があり、木製や紙製、門前

に掛けるもの、青竹に見上

げる高さに掛けて宿場の入

口や本陣の門前にたてるも

のなどがありました。木製

の関札の場合には、休泊す

る月日、藩主名、官職名、

休憩か宿泊かの別を墨書し

ました。宿泊する場合は

「泊」「宿」、休憩する場

合には「休」などと書くこ

とが多いようです。 
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草加宿に残る関札 

会津藩の家紋 

 会津藩初代藩主・保科正之の時

代から三代藩主・松平正容の時代

まで使われたのが「九曜紋」で

す。別名を「並び九曜」と呼ばれ

ていました。 

 その後、三代藩主正容が松平の

姓を使用することになり、正式な

徳川一門となったことで、家紋も

「丸に三つ葉葵」とし、「会津

葵」と呼称されました。親藩大名

としては、御三家に次ぐ家格とし

て扱われたことを示しています。 

 

九曜紋 

（並び九曜） 

丸に三つ葉葵 

（会津葵） 

https://kotobank.jp/word/%E7%A7%B0%E5%8F%B7-531434
https://kotobank.jp/word/%E5%AE%BF%E6%B3%8A-528285
https://kotobank.jp/word/%E5%85%A5%E5%8F%A3-436395
https://kotobank.jp/word/%E5%AE%BF%E8%88%8E-528186
https://kotobank.jp/word/%E7%AB%8B%E6%9C%AD-561677
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会津における教育のはじまりは、日新館創設より更にさ

かのぼること寛文４年（１６６４）日本で初めて民間に

より創設した庶民のための学問所といわれる稽古堂とさ

れています。これに対し、会津藩初代藩主保科正之は税

金を免除し、大いに奨励しました。江戸時代も二百年が

過ぎ、太平の世になってくると、今までの風習が変化し

武士の気もゆるみ始め、道徳の退廃も顕著になってきま

した。天明２年(１７８２)から数年間続いた天明の大飢

饉をはさんで、会津藩内でも様々な問題が出てきます。

その諸問題を解決すべく５代藩主松平容頌
かたのぶ

の時、家老

田中玄
はる

宰
なか

は藩政の改革をするよう進言し、その中心に

「教育の振興」をあげ、このことが日新館創設のきっか

けとなりました。日新館の建設は、大変な作業でした。

多額の建設資金は、呉服商を営む大商人、須田新九郎
す だ し ん く ろ う

が

大半を負担しました。 

 

 

  草加市内の小学校では、６年生で修学旅行

に いきます。その行先で多くの学校が、福島

県会津若松市に行きます。鶴ヶ城や会津武家屋

敷を見学した人もたくさんいるのではないでし

ょうか。また、白虎隊で有名な飯盛山に登った

時の思い出 をお持ちの方もいると思います。 

  今回の夏季企画展で現地取材をする中で撮影

 した写真の一部をここに紹介します。 

 

 

 

 

 

 

３ 

思 い 出 の 会 津 若 松 会 津 藩 校 日 新 館 

  日新館総図 明治２８年（１８９５）写

      会津若松市立会津図書館蔵 

 

再建された現在の会津藩校日新館 
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草加市立歴史民俗資料館  

 facebook やってます 。 

 皆さんに草加市の歴史や文化、 

資料館の活動を伝えるため、公 

式フェイスブックページを開設 

しています。様々な情報を発信 

していますので、ぜひ、ご覧く 

ださい。 

 

   

                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯学習課文化財保護係で制

作しました草加松原の紹介ビデ

オを現在放映しています。ビデ

オ放映は第１展示室に設置した

ディスプレイで行っております

のでお立ち寄りの際は是非ご覧

ください。 

市公式ホームページ、

または、上の二次元コ

ードからアクセスでき

ます。 

【開館時間】午前9時から午後4時30分 

【休 館 日】毎週月曜日（祝日または振替休日の場合 

         は翌平日）年末年始 

【入 館 料】無料 

【住  所】〒340-0014草加市住吉一丁目11番29号 

【問合せ先】電話048-922-0402 FAX048-922-1117 

 Ｅ-mail   sokarekimin@city.soka.saitama.jp 

・令和７年度テーマ  

松尾芭蕉と『おくのほそ道』の旅-小松から大垣まで 

・講師 谷地 快一 先生（東洋大学名誉教授） 

・開催期日・７月６日（日）・７月２７日（日） 

     ・８月３日（日）・８月１７日（日） 

 元禄２年（１６８９）３月２７日、松尾芭蕉は、

門人の河合曾良を伴い、歌枕
うたまくら

（古歌来歴の地）を巡

る旅へと出立しました。有名な『おくのほそ道』の

旅です。『おくのほそ道』には、奥羽長途の旅の第

一日目の感慨として「其日漸 早加と云宿に たど

り着にけり」の一文が記されています。「早加と云

宿」とは日光道中第二の宿場町である草加宿のこと

であり、『おくのほそ道』は草加の地名が登場す

る、文学作品になります。 

 なお、芭蕉が草加宿に歩みを進めた３月２７日

は、現在の暦で５月１６日に当たります。 

 今年度も、東洋大学名誉教授・谷地快一先生をお

招きして「そうか芭蕉塾」を開催しています。今回

の連続講座では、小松からむすびの地・大垣までを

取り上げて、読み解いていただきます。昨年の復習

をしながら先へ進めていただきますので、大変分か

りやすい講座となっています。 

 ご興味のある方は、歴史民俗資料館にお問い合わ

せください。 

４ 

７月６日第１回目そうか芭蕉塾の様子 

恒例 「そうか芭蕉塾」開催中 

 

国指定名勝「おくのほそ道の風景地 草加松原」 

ビデオ上映紹介中 

 


